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【問題】 
 不登校者数の変遷は次のページのグラフの通り，2001年度をピ
ークに減少に転じています。先日，文科省は学校基本調査の速報

を発表し，2006 年度の不登校者数が明らかになりました。では，
不登校者数は減少傾向のままだったでしょうか。 
 
予想   小学校（  ）   中学校（  ） 
 ア 減少傾向 
 イ 横ばいに 
 ウ 増加 
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■2006年度の不登校者数 
 学校基本調査の「調査結果の要旨」には，次のようにあります。

（太字と下線は原文のママ） 
平成 18年度間の長期欠席者（30日以上の欠席者）のうち，
「不登校」を理由とする児童生徒数は12万 7千人（4千人増加）。 
  「不登校」を理由とする児童生徒数は，小学校 2万 4千人（前
年度間より 1千人増加。対前年度比 4.9パーセント増），中学校
10万 3千人（前年度間より 3千人増加。対前年度比 3.4パーセ
ント増）の合計 12 万 7 千人（前年度間より 4 千人増加。対前
年度比 3.7パーセント増）。 
 つまり「小中とも前年度よりも増加」ということです。昨年度

の発表では「4年連続減少」としていましたから，「5年ぶりに上
昇」ということになるかもしれません。 
 
【問題】 
 では，この文科省発表をマスコミはどのように報道したのでし

ようか。全国紙（朝日，産経，日経，毎日，読売）のうちこの「不

登校の現状」を第 1面に取り上げた新聞はどれぐらいあったでし
ょうか。 
 
予想  
 ア ほぼ全紙 
 イ いくつかの新聞のみ 
 ウ 全くない 
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■大事件か 
不登校について何面で記事にしたか。（）内はトップ記事 

朝日 第 1面（「東北大入札逃れ病院工事」） 
産経 第 1面（「米の協調路線背景に金総書記メッセージ」） 
日経 社会面（「農林中金 日興プリンシパル買収へ」） 
読売 第 1面トップ 
毎日 第 1面（「被告早期保釈を 鹿児島事件無罪受け」） 
道新 第 1面トップ 
（道新は北海道新聞でオマケ） 
 このように全国紙は 4/5紙が第 1面で報道し，そのうち 1紙が
トップ記事でした。「重大な事件」という扱いだったのです。 
 
 
【問題】 
 では，その記事のタイトルで一番多かった表現は次のうちどれ

だと思いますか。 
 
予想 
ア 「不登校数過去最高」 
イ 「不登校 5年ぶり増加」 
ウ 「不登校クラスに１人」 
エ 「減らない不登校」 
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■「5年ぶり増加」 
全国紙の記事タイトル（一部） 

朝日 中学不登校最多 2.86% 
産経 不登校５年ぶり増 
日経 小中不登校 5年ぶり増 
読売 不登校クラスに 1人 
毎日 中学不登校 35人に 1人，5年ぶり増，過去最高 
 
 記事のタイトルでは「5 年ぶり増加」としているのが 3 紙あり
ました。 
 
 
【問題】 
 では生徒児童数での比率で見ても不登校者数と同じく「5 年ぶ
りの増加」だったのでしょうか。これまで不登校者数は「4 年連
続減少」だったのですが，比率もそうだったのでしょうか。 
 
予想 
ア 減少傾向だった 
イ 増加傾向だった 
ウ なんともいえない 
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小学校

中学校

在学者数に対する不登校者の割合変遷
[C]Maruyama Shuichi

 2004.6-8

1991調査方法変更

■「5年ぶり」なのか 
 割合のグラフで見ると，不登校は「4 年連続減少」とはいえな
いことが分かります。特に，「中学校」では 2004年度から上昇傾
向でした。ただ生徒児童数が減少しているため，比率で見ると，

昨年度の不登校の伸びが際だっているのがよくわかります。 
 

 
【問題】 
 ではこのような「比率では〈5年ぶり増加〉とはいえないこと」
を指摘した記事を載せた全国紙はあったでしょうか。 
 
予想 
 ア いくつかあった 
 イ 全くなかった 
 ウ そのほか 
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■報道姿勢 
 そのような記事を

載せた全国紙はあり

ませんでしたが，朝日

新聞は図のようなグ

ラフを載せて，記事に

も「5 年ぶり増加」と
いう表現はありませ

んでした。しかし昨年，全国紙各紙は次のような記事タイトルで

文科省発表の「4年連続減少」を報道していました。 
文科省発表に対する全国紙の記事タイトル 2006年 

朝日 大学・短大進学率，今春５２．３％で過去最高に 
産経 中学生の不登校率，４年ぶり悪化 
日経 中学校の不登校学生比率，４年ぶり上昇 
読売 不登校比率，中学は微増 
毎日 不登校：全国の小中学校で 12万 2255人 ４年連続減少 
 つまり産経と日経は昨年，「不登校率増加」と報道して，今年は

「（不登校者数）5年ぶり増加」という報道をしているのです。 
 記事の内容は次の通りです。 

比率について全国紙の記事内容 2006年 太字は筆者 
朝日 不登校は，小学校で２万３０００人（同２．６％減），中

学校で１０万人（同０．５％減）だった。小中学生の総数

に占める割合としては１．１３％とほぼ横ばいだった。 
毎日 中学生は，不登校の割合が「３６人に１人」程度の２．７

５％と４年ぶりに上昇に転じたが，小中学生全体では，「８

９人に１人」程度の１．１３％と４年連続で低下した。 
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比率について全国紙の記事内容 2006年 太字は筆者 
産経 生徒全体における出現率は１．１３％で，８９人に１人い

る計算となった。数，率ともに４年連続の減少だが，依然

として高水準にある。 
日経 中学生の場合，全生徒に占める割合は 2.75％で 36人に 1

人が不登校の状態。4年ぶりにわずかながら上昇，小学生
は横ばいだった。 

読売 ４年連続の減少だが，子どもの数も減っているため，不登
校の子どもの割合はほぼ前年度並みの１・１３％（８９人

に１人）に上っている。 
 
 
【問題】 
 では「5 年ぶり増加の原因」についての「文科省のコメント」
を各紙は，どのように報道しているでしょうか。 
 
予想 
ア 「ゆとり教育」転換のため 
イ 「いじめ」の増加 
ウ 「学校や教師の問題」 
エ 「家庭の問題」 
オ そのほか 
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■「増加の原因は〈いじめ〉」 
不登校増加の原因について文科省のコメント 

朝日 文科省児童生徒課は各地の教育委員会の報告から，「『いじ
められるくらいなら，学校に行かなくていいよ』と考える

保護者や専門家が増えた影響で，不登校が再び増えたので

はないか」と分析している。 
産経 （「文科省のコメント報道」は，なし）教育関係者からは，

「いじめ問題の影響で“隠れ不登校児”が顕在化してきた」

といじめとの関連性を指摘する声も出ている。 
日経 文科省は「人間関係づくりが苦手な子どもが増えたこと

や，『行きたくなければ学校に行かなくていい』という親

の増加など家庭での教育力低下が考えられる」と指摘して

いる。 
毎日 同省は「昨秋からいじめが問題化し『いじめられるくらい

なら登校しなくてもいい』と考える保護者が増えたとみら

れる」と説明している。 
読売 同省では，「いじめ自殺が相次ぎ，『いじめられるなら学校

に行かなくてもいい』と考える保護者が増えたことも一

因」とみている。 
 文科省のコメントを日経は「家庭教育力の低下」と受け取り，

朝日，毎日，読売は「〈いじめ〉から不登校」と受け取ったようで

す。実は，朝日の記事タイトルには「いじめが背景に?」，産経の
記事タイトルには「いじめ原因は 4688人」，同じく読売には「い
じめ回避が原因か」という文句もついていたのでした。 
 文科省の真意はどちらにあったのでしょうか。他社の記事も見

てみましょう。 
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不登校増加の原因についての報道 
時事通信 文科省児童生徒課は「増加の要因は一律に説明でき

ないが，人間関係づくりが苦手な子どもが増えたと

の指摘もある」と分析。 
共同通信 文科省は「いじめ問題などで，無理に学校に行かな

くてもいいという考えが広まっているのかもしれな

い。家庭を中心に，登校を促す働き掛けを続けたい」

としている。 
不登校新

聞 
文科省は不登校の増加に対して「一概には言えない

が，各県から『対応が十分でなかった』『家庭教育力

の低下』『人間関係を不得手とする者の増加』などの

声が寄せられた」との見解を示した。また，いじめ

報道の影響については「『ムリに登校せず不登校を，

という保護者が増えた』という指摘もあったが，学

校から『いじめがあるなら行かなくてもいい』とい

うメッセージを発してはいない。増加が，いじめ報

道の影響によるものなのかはわからない」との回答

にとどまった。 
河北新報

（社説） 
増加について，「無理して学校に行かなくてもいい」

といった考えが広まっているためだとの見方もある

が，理由が一体何なのか，調査では判然としない。 
信濃毎日

新聞（社

説） 

不登校が増えた理由に，これだという答えはない。

一つの要因として，文科省は「いじめ問題などで，

無理に学校に行かなくてもいいという考えが広まっ

ているのかもしれない」と分析している。 
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NHKニュ
ース 

文部科学省は，「増加が一過性のものかはしばらく様

子を見る必要がある」と話しています。 
TBS ニュ
ース 

文部科学省では，「憂慮すべき事態」とコメントして

います。 
 「不登校新聞」の報道が一番詳しいのですが，これが文科省コ

メントの事実だとすると，全国紙などの報道とは異なっています。 
 
 
【問題】 
 「いじめの増加で不登校も増えた」というのは事実と考えられ

るのでしょうか。これまでの年度別の「いじめ」と「不登校」の

グラフを描いてみると，ふたつのグラフは似た傾向を示している

と思いますか。 
 
予想 
ア 似ている 
イ 似ていない 
ウ なんともいえない 

 
 
 
 
 
 
 
 




